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静岡県 は北緯34 °35’と35 °38’の間にあり， 黒潮の暖

傀 の影響を うけて気候は温暖であり降雪をみるこ とはほ

とんどない．農村地帯は多 角経営の農業 がい となまれて

旧来の習慣による下肥の使用もなかなかあと を た た な

い． その結果ストロンギルス類， とくに鉤虫の寄生率が

高く， 地区平均が30 ～40 ％に及ぶ 所が少なくない． さ

らに毛 様線虫および糞線虫もみられる． 本研究 の第1 報

では概況，第2 報では蛔虫，鞭虫をのべたので，本報で

は上述の3 種につ いての疫学的記述をおこな う．

鉤 虫の寄 生状 況

総寄生率18．7％ であっ たが，地区，年令別，農耕別，

徃 別に よっ て かな り大きな差 がみ られ，その差はO ～80
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第1 図　鉤虫の寄生率 と年齢 との関 係

第1 表　静岡県の18 地区における鉤 虫寄生率 と年齢 の関係（1957―1960）
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第2 表　静岡県 の7 地区における若 年層の鉤虫寄生率
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地区
番号
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栃 にも達する．

まず地区別にみる と第1 表に示すよ うに，比較的低率

の地区は，田方郡大仁町浮橋（第3 地区で0．9％）　，伊

東市富戸地区払（第4 地区 で3．9％），沼津市重寺小海

（ 第5 地区 で1 ．1％）引佐郡細江町気 賀（ 第18 地区 で．3．4％）

の4 ヵ所にみられる． それらはい づれも純漁村

と酪農地ぽで，漁村の農地は砂質土のた め鉤虫仔虫の生

存に不適であ り，酪農地区は下肥を使用しないた めと考

えられる．他 の14 の地区はいづれ も鉤虫寄生率 が10 ％

以上であ る．特に高率な地帯をみ ると，そ の一つは調査

地区番 号の9 ～11，す なわち富士川，安 倍川 の上流 の山

村地帯 で30 ～50 ％ の 寄生率 を示し てい る． い ずれも交

通不便な山間地帯で 山林業 を主とするが，同時 にせまい

平坦地を利用した家庭菜園的 な畑地をもち，自給自足 を

たてまえ としているので，肥料も金肥よりは下肥を利 用

するこ とが多い．第2 の流行地帯は14 ～17 の調査地区，

すな わち 小笠郡一帯 でこ の 地帯は 純農村で 水田 が主産

業であ る．都市的要素は ほとん どなく，水 田と同時に各

種の蔬菜や 園芸 作物が多 く，屎尿 はほとんど肥料 として

処理 されてい る．し かしこ の地帯 は交 通は比較的 便利で

あり，屎 尿処理の対策なども近代化 の動きがみられるの

でこれらの鉤虫蔓延も漸減の傾向になろ う． その他の地

区をみる と，地区番号1 ～2 は伊豆の南部にある農村で

鉤虫はやや多い．地区番号7 ～8 は小山町の富士山麓農

村地帯で， 蛔虫の寄生率は高い が，鉤虫 はそ れ程多くな

い．多 分積雪地帯 と火山地帯 の条 件に よるものとお もわ

れる．地区 番号12 ～13 は志 田榛原地帯 で， 静岡 市の 郊

外につづ き交 通の要所を占めた農村であるが次第に近代

化しつっ ある． 地区番号18 は浜松地方 の 唯一 の 調査地I

区であるが， 一般に浜松地方は近代化がい ちぢるしくま

た寄生虫の予防対策も進んでいるので低率である．

鉤虫 の寄生率 と年令 との関係は第1 表 と第1 図に示す

ご とく，各地区 ともき わめて明瞭な傾向を示す．すなわ

ち19 才以下の年令層ではいづれの地区でもその寄生率

はいちぢるしく低く，20～29才では急激に高率となり，30

～39才で最高の寄生率を示す．それ以上の高年令層

では次第に低率となる傾向を示すが，それは各地区を比

較すると必ずしも一様ではない．19 才以下の年令層の

寄生率をさらにくわしくみるために第2 表では学令前，

小学生，中学生と3 つに区分してその寄生率をみた．そ

の結果はあきらかに年令の若いものほど低寄生率を示

す．このことは鉤虫の感染の場として畑地に立ち入るこ

との大小と関係し，若年者は直接農耕に従事することが

少いためと浙えられる．

上にのべたことと関連するが農耕に直接従事するグル

ープと従事しないグループの鉤虫寄生率は各地区とも例

外なく前者にいちぢるしく高率である．調査した各地区

はいづれも農家が大部分をしめる世帯であるが，一農家

でも農耕者と非農耕者が混在しているのが一般的傾向で

あり，総計でみると農耕者3，687名に対し非農耕者4，524

名でほぼ 相半ばする．農耕者の鉤虫寄生率が総平均で29．3％

という高率に対し非農耕者のそれが工0．6％であ

るということはそれ自体，鉤虫が農民の職業病であるこ

とを明らかに示している．第1 報でのべたように1932～

工934年，すなわち約30 年前に調査された静岡県の統計

では鉤虫寄生率が24．74％，また1950 年，すなわち約10

年前のRitchie　etぶ．のそれが27．4％と記録されて

おり，今回の筆者らのそれ が18．7％であるので，近年

鉤虫寄生率が減少したかにみえる．しかしその内容をみ

ると，前2 者の対象人員のほとんど総べてが農耕者であ

るに反し，筆者らの対象人員の約半数は農家でありなが

ら非農耕者であるという特殊性を考えなければならな

い．即ち純粋に農耕者だけを比較すると，過去30 年来，

本県の鉤虫寄生は全く減少しておらず，地域によっては

むしろ増加している所もあろう．総平均でみると農耕者

と非農耕者の寄生率の比は約3 ：1 であるが，それが5

（9 ）
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地区
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第3 表　 静 岡 県 の16 地 区 に お け る 鉤 虫 寄 生 率 と性 別 ， 農 耕 別 と の関 係

地 区 総 計
陽性数／検査数（％）
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23／677（　3．
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（43 ．（31．

（4 ．

（28

5 ）5
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）3

）9

）
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女 子 農 耕 者

μ

14 ／　45（3117
／　53　（323／166（　1
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／　4949／11633／12077／26654／12027

／　7081／13032／1088
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男 子 非 農 耕 者
μ

o／　432
／　861／18711／1200／132

O ）2．3）0．5）O

溷O

）

24／133（18．3）
3／156　（　1．6）

15／162（　9．2）

32／173（18．5）
6／　67（11．2）38／112（33．9）10

／　96（10バ1）3
／　66（　4．5）

28／195（14．
33／239（13．
1／203（　0．

197

4 ）8

）5

）

（9 ．1）

女 子非農耕者

／／

3／　48（　6．2）2
／　81（　2．4）1／196（　0．5）4／109（　3．5）

1／116（　0．
19／124（15．
10／159
16／187

（6 ．
（8 ．

8 ）3

）3

）5

）

37／188（19．7）
23／　84（27．4）56／152（36．8）

10／121（　8．2）
7／　77（　9．1）42／220（19．1）48／288（16．7）4／204（　2．0）

283
（12．0）
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番号
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第4 表　静岡 県の16 地区における鉤虫寄生率 と性別，農耕別 との関係

地 区 総 計
陽性数／検査数（ ％）

153／826（18．5）

187／616（32．9）
95／296（32．0）

253／517（48．9）
87／436（19．9）
24／234（10．5

229／752（30．5
208／956（21．8
23／677（　3．4

1，560

8，211
（19 O ）

男 子 合 計

μ

22／　8014／131（27．5）

（10．6）
3／360（　0．8）
1／182（　0．5）
0／174（　O）

61／236（25．9
30／260
60／373

11．5

16．1

96／308（31．
45／142（31．

116／235（49．
45／207

9／114

100 ／36099／447

（21
（7
（27
（22

2 ）2

）3

）7

）9

）8

）4

）

7／326（　2．1）

（18 ．0）

女 子 合 計

／／

17／　93（18．4）19／134（14．1）4／362（　1．1）14／205（　6．8）5／165（　3．0）68／240（28．4）43／279（15．4）93／453（20．5）91／308（29．5）50／154（32．5）137／282（48．6）42／229（18．4）15／120（12．5）129／392（32．9）109／509（21．4）

16／351（　4．5）

852

4、276
（19．9）

農 耕 者合 計

／／

36／　82（43．9）29
／　98（29．6）5／339（　1．4）10／158（　6．8）4

／　91（　4．4）86／219（39．3）60／224（26．8）122／477（25．5）118／255（46．2）66／145（45．5）159／253（62．7）67／219（30．6）14／　91（15．8）159／337（47．2）127／429（29．6）18／270（　6．7）

1，080
－
3，687

（29．3）

非 農 耕 者 合 計

／／

3／　91　（3．2）4／167　（2．3）2／383　（0．5）5／229　（2．1）31／248　（0．4）43／257（16．7）13／315　（4．1）31／349　（8．8）69／361（19．1）29／151（19．2）94／264（35．7）20／217（　9．7）10／143（　7．0）70／415（16．9）81／527（15．4）

5／407（　1．2）

480
－
4，524

（10．6）

ちい てお こなっ た．16 地区の総計をみ る と ヅビニ鉤虫

寄生 者は1，042 名で全体の74．1％ をしめ，アメリカ鉤虫

寄生 者 は286 名（20．5％） であり， さらに 両者混合寄

生者 が78 名（5 ．5％）みられた． すな わ ち 静岡県は明

らかに ヅビ ニ鉤虫優占地区 である． 調査した16 力所の

うちの14 ヵ所 はヅビニ鉤虫が 多い が， 伊東市富戸 地区

（4 番 ）と駿東郡 裾野町（6 番）の2 ヵ所 だけはアメリ

カ鉤 虫が優先地 区で あっ た．前者 は伊豆 半島の漁村であ

り，後 者は富士 山麓の純 農村であり，他 の類 似の地 区 と

の間に特別 の差違は認 めがたく，す なわち両種鉤虫分布

の要因 を知 るこ とはでき なかっ た．

（10 ）

708
－
3，935

：1 あ るい は10 ：　1とい う 地区 もあ り， 調 査地区 番号

第1 番（賀茂 郡河津町） の如き は 約14 ：　1を示す．　い

か なる特殊性であ るかは不明であ るが 興味 あ る 所であ

る．

鉤虫寄生率 と性別の関係はあま り明かでない．総平均

では男子18．0％ に対し女子19．9％ で有意の差 とは認 め

がたい が，第4 表に示すように16 地区の うち 男子に 高

率な地区は僅か5 地区で， 残りのn 地区ではいづ れ も

女 子に高率であり， 一般に女 子に高率であるとい う傾向

が認められる．

鉤虫の虫種別の鑑定 は，第5 表に示 す如 く1 ，406名の

鉤 虫寄生 例について，濾紙培 養法 で得 た第1 期仔虫をも
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地区 検査
番 号 人員

1
2
3

4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

1516

17
18

281

265

722

385

691

476

539

826

616

296

517

436

355

752

1，052

264

450

677

t

合計9，600

す7

S
口

胃

子

竿

釣

鉤虫の寄生 率と性 別，

｜ 1 ｜

農耕別 との関係

第5 表　静岡県16 地区における鉤虫寄生者の

虫種別統計（培養の仔虫鑑別による）

地区
番 号

12

3

45

6

78

9
10

1112

13

1415

16

鉤 虫寄 生
者合計

合 計　1

48

33

7

15

7

129

64

153

125

95

253

67

20

199

136

55
－406

ヅ ビ ニ 鉤 虫　 ア メ リ
寄 生者数

（％）
虫 寄 生

ヵ鈎

者数
（％ ）

31（64．6）　12
24（72．8）　　　5
6（85．7）　　1
4（26．7）　11
5（71．4）　　1

59（45．8）　70
46（71．8）　12

128（83．6）　18

93（74．4）　　30
68（71．5）　16

216（85．4）　25
58（86．5）　6
18（90．0）　1

128（64．3）　　54
116（85．3）　15
42（76．3）　　　9

1，042（74．1）286

（25．0）
（15．1）
（14．3）
（73．3）
（14．3）
（54．2）
（18．8）（11－8）（24．0）（16．9）

9 。9）9

．0）5

．0）27．2）11

．0）16．4）

（20
）

第6 表　静岡県の18 地区におけ る毛 様線 虫類 の寄 生率 と年齢 との関 係（1957―1960）

総陽性 者数
お よび 比率

1

0

0

0

0

0

9

50

45

5

21

23

1

5

6

0

0

0

（3 ．6）

（1 ．7）
（6 ．1）

（7 ．3）（1．6）（4．6）（5．2）

（0 ．2）
（0 ．7）

（0 ．6）

166（1．7）

年齢区分に よる陽性 者数およびその年齢層 の百分率

11

両種混合
寄生者 数
（ ％）

－
5（10．4）
4（12．1）
0

0

1（14

0

6（97
（42

（1n

（1112　（　43

（41

（517　（　85

（34

（7

3 ）4

）6

）

1 。6）1．6）4．7）4．5）5．0）8．5）3．7）7

．3）

78　（　55 ）

O～9歳　10 ～19歳20 ～29歳30 ～39歳40 ～49歳50 ～59 歳60 ～69歳70 ～79歳80 歳以上

0

0

0

0

0

0

1（0．9）

1（1．0）

2（1．7）

0

1（0 ．9）2（1．7）0

0

0

0

0

0

0，
0
0
0
0
0
2（1．8）
4（7．7）
5（3．9）
0
1（0．9）
4（5．7）
0
0
0
0
0
0

7（0．36）　16（0．88）

0
0
0
0
0
0
バ1．3）
9（7．6）
4（5．6）
1（2．5）
4（5．6）
5（9 ．4）0

0
0
0
0
0

24（2．04）

毛様線 虫類 の寄生状 況

神保（1915） によっ て東洋毛様線虫が命名 されて以来

久しく， わが国の人 体寄生は上記の1 種のみ と考え られ

てい たが，近年大 鶴（1962） により 乃公加5X7リigyl・x5

orientaliり のほ かに稀に T．　axei・，T．か～evis，　T．　colu－

＆力‰一心5 の3 種が存在するこ とが明 らかに された．今

回 の調査ではそれ らの鑑別までは行 わな かった のでここ

では一括して毛様線虫類 としてのべ る．

00

0
0
0
0
1囗10（　6

10

2 （4

（2

（01

（0000

n

5

4 ）6

）6

）4

）

6 ．03

．1

1 。0）

30（2．24）

0
0
0
0
0
0
0
7（　5．5）
8（　5．4）
0
7（12．5）
3（　6．9）
0
2（　2．2）
1（　0．9）
0
0
0

28（2．61）

0

0

0

0

0

0

3（5．8）
8（6．7）
6（8．7）
1（4．0）
1（2．1）
2
0
1
2
0
0
0

（5．7）

（1．5）
（1．8）

24（2．46）

0
0
0
0
0
0
0

10 9

13

1 ）7

）

7．7）

11．7）

24（3．14）

1（12．5）
0

0

0

0

0

1（4 ．2）1

（2 ．1）2

（10 ．0）0

0

1（5 ．5）1

（7 ．7）1（　3．0）3（　6．8）0

0

0

11（コ．65）

0

0
0

0
0

0
0
0
1（12．5）
1（16．7）

0
0
0
0
0
0
0
0

2（2 25 ）

今回の調査では毛様線虫類寄生者は総計166 名で1．7

％にあたり， 全国的にみてほぼ中間値を示す．しかし

調査地区別にみると県東部と県西部には比較的少く殊

に伊豆半島および浜松地方にはほとんど寄生者をみいだ

さない．それに反して県中部を中心とした農村地帯に比

較的多く，たとえば富士郡芝川町の7．3％，駿東郡小山

町の6．1％，志田郡岡部町の5．2％，静岡市美和地区の4．6％

などはとくに高率である． これらはいづれも純農

村あるいは農山村で下肥の使用頻度も高く，また鉤虫の

（11 ）
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第7 表　静岡県の18 地｜£における糞線虫の寄生率 と年齢 との関係（1957―1960）

地区 検査

番号 人員

総陽性者数

および比率

年齢区分に よる陽性 者数お よびその年齢層の百分率

O～9 歳 10～19歳20 ～29歳30 ～39歳40 ～49歳50 ～59万歳60 ～60歳70 ～79歳80 歳以上

4
7
8

12
14

385
539
826
436
752

1（0．3）7（1．3）1（0．1）1（0．2）6

（0．8）

1 。6）1

．8）

8 ）

0

2

0

0

（1 ．8）

0

0

0

0

0

0

0

0

0
2
0
0
0

（3．7）

0
1（1
0

0

0

9 ）

0

0

1（0．9）
0

2
（4．6）

0

0

0

0

0

0
0
0
0
0

合計9，600＊　16（0．2）　4（0．21）

2（1．4）

一
4（0．22）

1（1．1）
一
1（0．09）

1（1
一1
（0

O ）

－07

） 2（0．19）　1（0．10）3（0．39）0 0

？

冬

生

年

rへ邑

禁

t

キ

苳

＊18 地区 のうちで糞線虫の陽性地区は上述の5 地区 のみであっ たが， 合 計には陰 性の13 地区の検

査人員も含 めてある．

10　20　30　4e　so　 μ　 卯　sp　90

報 虫 寄t 年 （ ％）

囘

幺

寄

生

年

／丶
き

O　10　 勁　り　 帋v　tO　 扣

駒 吏 鴦t 年（ ％ ）

第3 図　 各地域における蛔虫 と鞭 虫および鉤 虫

寄生 率との相関図

－
0　10　 顋　30　 劬　S0　66　10　10　 り

韈 呶 嵜 生 率 （ 沁 ）

な

1

年

？§

0 1　2　3　4　5

戞。林 綿虫粤1 命（ 勾

第4 図　各地域に おける鉤虫と鞭 虫および毛様

線 虫類寄 生率 との相関図

寄生率も高率で， 第4 図に示 すように， その相関度は十

〇．447であっ た．また後述するご とく， 年令 と寄生率の

関係は，鉤虫の場合とよく一致し，毛様線虫類 の感染様

式 の一致を暗示するものの如くである．小出（1961） は

新潟県において 東洋毛様線虫 の 分 布は標高200　m　以下

の平野部に多い としている が，静 岡県 の場合は必ずし も

平 野部 のみでなく，　300　m　以上の山麓地帯にも多数 みら

れた．お そらく緯 度の関 係であろ う．

毛 様線 虫類 の寄生率 と年令 との関係は， 各地区別に は

例 数がす くない ので よくわから ない が，総 計で みるとか

なり明 白な傾向を示す（第6 表参 照），す なわち19 才以

6　7

（12 ）

下では寄生率かいちぢるし く低く，20才以上

ではいちぢるしく高い．そして既述の鉤虫の場

合と非常に相似た傾向で，また伊藤（1959）の

新潟県における報告ともよく一致する，本虫の

疫学上，その感染経路が鉤虫とよく似ているこ

とを示丁ものである．

糞線虫の寄生状況

糞線虫はすでに知られておるごとく，寄生世

代と自由世代を交番し，直接発育と問接発育を

あわせもち，人体への感染経路も経口と経皮の

ほか腸内再感染や肛門外再感染も証明されてい

る特殊な寄生虫である．主として熱帯，亜熱帯

地域にひろく分布しているか，温帯地方にも散

発し， 北海道を始めとして関東一円，阪神地

方，山口県などから報告があるが，1 ％前後の

低寄生率である．

今回の静岡県における調査では第7 表に示す

ごとく，全18 地区のうち5 地区において，　0．1

％から1．3％の陽性率をみた．総計で9，600名

のうち16 名すなわち0．2％の陽性率であった

田中（1965）によれば，高浸淫地方では年令との関係は

鉤虫に似ており，家族集積性が大きくアメリカ鉤虫との

重複が多く，また部落問の感染率の差がいちぢるしいな

どの疫学的特徴があげられている．しかし今回の調査で

はいづれも低濃度の感染地帯で，上述の様相を明らかに

認めることはできなかった．ただアメリカ鉤虫の寄生地

帯に糞線虫が多い傾向がみられた．

主なる線虫類の寄生率の相関

検査した18 の地区で，蛔虫の寄生率と鞭虫の寄生率

の相関関係を第3 図に示した．蛔虫寄生率が鞭虫寄生



率 よりも高い地区は僅か4 地区（地区番号1，　2，　3，17

） のみで他はいづ れも鞭虫 の寄生率 が高い．前掲 の4

地区 のうちで も第17 地区（周智郡春野町）は 検査法 が

浮遊 と培養法で，鞭虫卵検出には不適であっ た のでこれ

を除外してみ ると，　1，　2，　3地区はいづ れも伊豆半島

内であ り，ここは全体的に鞭虫 の少ない地方で あるこ と

は前報での べた．蛔虫 と鞭 虫の寄生率 の相関係数r ＝十

〇．485で蛔虫 の多い地区は鞭虫 も多い とい う 通説 をかな

りうらづけ るものであ る．

蛔虫 と鉤虫 の寄生率 の相 関も第3 図にし めした が，そ

の相関係数r ＝十〇．583で， これもかなり高い． 第4 図

には鉤虫 と鞭虫および毛様線虫 の寄生率の相関図をかか

げた．相関係数はそれぞぞれ 十〇．512と十〇．447であ り，

結論的には上記4 種の寄生線虫はいづれも土壌を媒介 と

する人体寄生虫で，そ の寄生率 の閧には 十〇．5程度相関

関係 がみ られ る．

要　 約

1957 ～］L960年にわ たり，静岡県 の 農山漁村な ど18 地

区を選定して全住民の寄生虫の実態調査をおこなっ た．

第1 報ではそ の概説をのべ，第2 報では蛔虫お よび鞭虫

について詳述し，本報では鉤虫，毛様線虫類お よび糞線

虫について詳述した．

鉤虫 の総寄生率は18．7％ であるが 諸条件によっ て0

～80 ％程度 の差 がみ られた． 地区別 で は0 ．9～48．9％

の差 を示し， 年令別では30 ～39 才の寄生率 が 最高であ

っ た．男女別 の差はいちぢ るしくはないが，農耕者 と非

（13 ）

13

農耕者の差は大きく， それぞれ29．3％，　10．6％の平均

寄生 率であっ た． 虫種別ではヅビニ鉤虫が 約75　％，ア

メリカ鉤虫が20　％，両種混合が5 ％で， 明らかに ヅビ

ニ鉤虫優先が多 かっ た．

毛 様線 虫類の寄生 率は1．7％ で，地域的には県中部に

比較的多 く，年 令との関係は鉤虫の場合 と酷似し，また

鉤虫の多い地 区に毛 様線虫も多い 傾向がみられた．糞線

虫は0．2％ の 寄生 率で18 地区の うち5 地区に 散発的に

みられた．
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AN　EPIDEMIOLOGIC　STUDY　OF　HUMAN　HELMINTHS　IN

RURAL　AREAS　OF　SHIZUOKA　PREFECTURE

III．　STRONGYLID　NEMATODES

JiRO　ITO，

＼Hyg・・＆・e　Laborat 。＞～y，ぶlizuoka び㎡w ，ぷり Shiz 。必μ，ぷゆan）

Hisashi　MOCHIZUKI　＆　Masateru　NOGUCHI

ぶゐたuoka　Pre ソk；Z。ΓαZ 月lyが。夕ie　Research £aboratory ・，夕zjz。oka， ぶ枦α7・）

A　parasitologic　survey　of　human　infections　was　made　in　Shizuoka　Prefecture　during　1957－

1960．　In　the　initial　paper　a　general　feature　on　the　infection　rate　of　9，600　persons　in　18　rura】communities　was　reported．

In　the　second　paper　the　details　about　ylg ・αΓj5　and　Trich 。cephalus

were　described．　In　this　paper　the　details　about　hook　worm，　T
，壹みostrongylus

　and　Strongy ん辺6were　presented

。

The　overall　prevalent　rate　of　hookworm　was　18．7　％，　with　much　differences　according　to

community，　occupation，　age　and　sex　of　the　inhabitants．　Some　community　showed　less　than　1 ％o　f

infection　rate，　and　some　one　showed　nearly　50　％．　This　might　be　caused　by　the　different

usage　of　night－soil　disposal　by　each　community．　In　all　communities　surveyed　it　was　a　remarkable

character　that　the　prevalence　of　hook　worm　was　much　heavier　among　the　working　farmers．　As

to　the　species　of　hookworm，　the　majority　was　Ancylost 四回 duodenale， 　and　the　minority　ヽ．vas

癶叺・at　orどimerican 。5。

The　infection　rate　of　Trichostrongyl 。5　sp．，　perhaps　T．。，・か。talis，　was　1．7％．　It　appearedthat　the　epidemiologic　character　of　Tr

た／1θstro。gj・lus，　though　it　was　rather　light　infestation，resembled　that　of　hookworm

。

A　sporadic　infestation　of　Slrongyloides　jz ・7・ムフ／～is　was　observed，　its　infection　rate　was

0。2％

卜O




